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令和 8年 2月 28日

長浜市議会議長 伊藤 喜久雄 様

長浜市議会議員 之

私が出席した次の行政視察の結果について報告します。

1.視察等名 長浜市議会 会派新しい風 鹿児島市。南九州市 。指宿市行政
視察

2。 視察期間  令和 8年 2月 16日 (月 )～ 18日 (水 )
3.視察場所及び目的
①鹿児島市 :南部清掃工場

ごみ焼却施設とバイオガス化施設からなる先進的な循環型施設の視察

②鹿児島市立天文館図書館

市街地の新しい公共空間で賑わい創出に寄与している。

③南九州市 :南九州市文化財保存活用地域計画協議会

文化財の保存について

④鹿児島県指宿市 :山川発電所

クリーンな発電方法の地熱発電について

4.調査内容感想等
・視察の目的

な

行 政 視 察 報 告 書

記

① ・ 工 十 ノミ ス を「 +

環型流設 で あるハ 事例 狩イ、耳察す るハ

。中心市街地の新 しい空間として複合流設内にあり、地域の賑

るヽ公共空間 としての を見学

②

つながってし
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③ 何代にもわた り育んできた文イ監潰産が 「重 的建浩物群保
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区 |に

選定されて以来、35年を迎えるが今後後世に していくための市行政や地

域住民の活動 を視察ぉ

④ 地熱発電 澄い う自然の力を禾| 1用 した発電方法で、国内の資源を に活用

している を視察∩

。視察内容

① の を て を い イま

雷 してヤヽ る^麻棄物処チ甲を 「攻几今 | だけでな 「ェネル ギー創出 と して

つ イ ている

であるバ ス 生 ご 温 ン 処理

バイオガスを生成 しているぉ都 市 ガス原料 として供給す る仕組み 幸、導 入 し

ている。

・循環型社会・肝1炭素への 応 して、廃 処理と と再生可能エネルギー

を わせた循 のモデルである∩

。発電量は一般家庭数千 の規模で、売 入は、年間約 3億円規模

である∩またガス供給 ぅヽ実施 している∩

② 鹿児島市立天文館図書館は、箪圭街・天文館の中心にある
「新 しいタイ

プの都 書館 |で、カフェ併設・予約 。子 どヰぅ向けスペースな

ど、多様 ナで禾|1用 ス タイルとこ した 開放的な公共同書館で、天支舘雷停討 応

の 目の前、再開発 ビル 「センテラス天文館 | 1こあり 買い物や仕事 の

合間に立ち寄 れ る利便性の高い立地である∩また 書館の真ん中にカ フ

ェがあり、購入 した ドリンク冷館内の好きな席で楽 しめる。子 どヰゝが遊

べるスペースや、丸い土管型の読書スペースなど渉び心ある になっ

ている∩学習・什事 向けの
‐
ヵミち好く、 書争か 中 で き る Wi一Fi 羊備や

予約席があ るため 花実に作業スペースを で きるハ 日本初連 入のセ

ルフ答 鵜 が あ り、本 力堤撃くだ け 出手締 ☆ 了す る昇 で 行
‐
′υミ

夢I に並ばず ス ム― ズ に禾| 用 で きる。

③ 知覧 的建治物群保存 区は、 「町並み 存の仕組み |「 の統

一 |   「住 R家加 |「智I光 との |の 4J点に F半耳して 岳浜市のまち両 ユ づ く

り1こ も,芯用 で きる “学び"ができた 知覧は 「業 い町並みカミ偶然残 っし

オょ`く、 明確な ルール と住民の合資形成によつてた |のでは
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ています 建物の高 さ・屋根材・外壁色の規制生垣・石垣の 管理ル

―
ト
ル

。 設修時のガイ ドライ ン・行政・倖 民 。専門家の 今担・

保存地区の指庁に至るプロセスがあるハ

④ 日 ルギーの で る で つた で

珍 しい 電の実物を見学 し、地域資源 (温泉・火山)を括かしたエ

ネルギ―政策の成功例として家考になった。山川発電所は、発電出力 3

万 kw 6万世帯分)を率雷ハまた地 が 密I光奮源に幸、なつ

てお り、地熱・籍!光 。地域資源活用の良い例である。

。行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

① てWま 白勺 の

バイオガスイ陀発雷を行 う予定∩今後、脅用負担、意思決定、 任分担を明

し

確化するなどの共同運営の管チ甲体制を構築 しなければならない。またバイ

オガス化・発電の採算性や 雷収入の取扱い
。住民理解 と環境対策など誤

題 が るぉ

② 天文館図書館は 1長浜市の図書館再編。中心市街地活性化」の両面で

“参考にオ全る部分は多いが、そのまま導入 特 に 型・カしい
)'

フェ併設・予約席 。子 ども窄 F日日といつた “使われる図書館
″の設計思想

は、長浜市にとつて大き 天文館図書館は、単なる図書館ではなく、

「街の回二粋を生すoキタ込点 | 十 F日日滞在できる 公共窄間 |と して「J豪ユ日ミユ 設計 さ

れているハ これは、中心 のにぎわい創 出 。若い世代の利用ナ曽
。公

共施設の価値向上を同時に津成するモデルで、長浜市でも応用可能であ

る。長浜市ヰぅ黒壁周辺の回渉性や中心市街地の活性化が課題になりやす

いため、方向性は合致 していると思 うハ若者・ビジネス層・観斗 客 が 滞

存 しやす ぐ の でる 岳浜駅前や 国 ,tZ:とイこ連入すれば、 洋性が高ま

る∩また、長浜市は子育て世代の流入が夕夕く、
「子ど詫ぅと一緒イこイ子イする

公共空間 |は確実に需要カミあると思われ る。商業施設 との一 ヒで

ぎわい" 升生む と思 うハ 長逓 市 で 幸、黒時スクエア・岳浜駅前再開
ノ千(・ 支

ちづくり会ネトとの淳携 な どと細み合わせれ 図書館が “街のハブ" に

なる可 が 高 い ∩

③ 知覧は、 民の暮 らしと歴 景籍ィが調和 した 国屈指の保存地 長浜市

でも、 ルの明確化・住民家加・観光 との両立を進める とで、 歴

史を生かしたまちづ く り花さらに高められ る∩

地域資源狩活かしたエネルギ―政策の可能性があるハ長浜市は、地熱はな

のの、 地域資源 をどう 業化・客_見光化するかという視点は
④

い も
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山川発電所は、 務′活かした産業・観光・教育の融合モデルとして

非常に学びが多い 長浜市の地域資源活用や公共施設の家機能化を考える

卜で 平、、 親 塞 し 柿 枯 ケ甘+ノコ＼↓ 力ぅる と黒 う^

長 浜 市 議 会


